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ごあいさつ 
 

３月１日に開催された連携事業報告会では、リモートとみ

合わせて新しい形で地域の皆様と成果の報告を共有するこ

とができました。ご参加いただいた方、報告会の関係者の皆

様に心より感謝申し上げます。 

 

日南町と鳥取大学は１０数年も前から目指すところが持

続可能な地域、いわゆる SDGS な地域に向けて、たゆみない

歩みを続けてきました。日南町は少子高齢化社会の３０年先

をいく町として、この連携協定で行うあらゆる事業が他の

町のモデルになると思います。今だからこそ魅力を外に発

信するチャンスであると思いますし、その証が SDGS未来都

市の認定でもあります。 

 

報告内容にもあります、「とっとり暮らし早期体験学習」「地方創生政策体験学

習」では、地方行政に学生が参加させていただき、実際に町も成果を活用してい

ただいているというのは全国的に見ても画期的な取り組みであります。 

 

また、２０世紀というのはコンクリートと鉄の文化と言われてきたわけですが、

新型コロナウイルス感染症の拡大により、人と人がつながる温もりのようなもの

が再認識され、人間にとって自然や木や動植物そういった人にやさしいものへ心

や生活のベクトルが向いてきている時代になってきていると思います。そうした

中で行われた、「共生の森１０周年記念事業」や「福万来のゲンジボタル生態調査

事業」は自然豊かで２０世紀を先取りしている日南町がフィールドだからこそ取

り組める先進事例ですし、持続可能な地域をどうつくっていくのか、どう守って

いくのかを示している一つの解だと思います。 

 

マスメディアも注目しておりますが、今年度に締結した「中山間地域の課題解

決及び SDGs推進に関する連携協定」の取組みでは、ITを活用し本当に必要なもの

を施策として住民福祉へ還元していく取り組みは、具体的な成果が出れば、すべ

ての自治体、産業のモデルとなるのではないでしょうか。 

 

これらの事業は日南町と鳥取大学の長年の連携の積み重ねの上に立っており、

こうした積み重ねがあってこそ未来へ向けた次なるステップボードとなると確信

しております。 

ぜひ地域の皆さんにこうした事業のことを広く知っていただき、産官学の知恵

と人材を活かしながら、他の模範となる地域へ向けて共に歩みを進めていきたい

と思います。 

令和３年３月 

鳥取大学理事 

（地域連携担当）・ 

副学長 
藪田 千登世 

 



 

 

ごあいさつ 
 

鳥取大学と本町との連携事業も１５年目を迎

えました。 

 今年度も日南町をフィールドに様々な事業を

展開していただき、座長の日置先生を始めとした

関係者の皆様には大変お世話になりました。お礼

申し上げます。 

 

 今年度は新型コロナ感染症の影響により、町内

はもちろん、大学もオンライン授業等で様々な

苦労をされたのではないかと思います。 

苦しい１年でもありましたが、ワクチン開発

も進み、接種の目途も立ち始めましたので、新型コロナウイルス感染

症の影響が少しずつ弱まっていくことを期待したいと思います。 

 

 コロナの影響からか、東京一極集中が緩和傾向となり、地方である

日南町の価値を再定義する時が来たと感じます。地方である強みを活

かし、今後も色々な取り組みを行っていきたいと思います。 

 

8 月 21 日に締結した「中山間地域の課題解決及び SDGs 推進に関す

る連携協定」では、鳥取大学と日南町の中に、ソフトバンク株式会社

も加わりました。ソフトバンクの持つ IT のノウハウを利活用し、日

南町の ICT化を推進し、課題を解消していきたいと思います。 

  

日本の 30 年後の姿である日南町ですが、これからも「持続可能な

まちづくり」を行っていきます。関係者の皆さんには、引き続きお力

添えをいただければと思っております。 

 

最後に、本日に至るまで本庁と鳥取大学との連携事業に関わり、ご

支援、ご協力いただきましたすべての皆さんに改めてお礼申し上げま

す。 

  

令和３年３月 

日南町長 

中村 英明 



 

 

ごあいさつ 

 

３月１日に開催した「令和２年度 鳥取大学・日南

町連携事業報告会」は、大勢の方にご参加いただき

ました。心より感謝申し上げます。 

 

日南町と鳥取大学の連携事業は、平成１８年以来

長きにわたって、持続可能な地域づくりを目的と

し、様々な事業に取り組んでまいりました。 

 

今年度は、交流人口の拡大や生物多様性の保全、

エコツーリズムの振興等の持続可能な地域づく

り向けた様々な取り組みを行ってきました。 

特に、新しくソフトバンク株式会社も加わった

ため、SDGs推進に向けた取り組みがさらに加速し

ているところです。 

皆さんもご承知のとおり、地球環境問題並びに、昨今では新型コロナ

ウイルス感染症拡大に伴う諸問題も生じ、これらすべてに対処しなが

ら地域づくりを行っていく、より困難な時代に直面しておりますが、日

南町との意欲的な取り組みを実施することで、より大変な時代を乗り

越え、持続可能な社会をつくっていくことが、この連携事業の目指して

いるところです。 

 

今年度は、過疎・過密の価値が大きく変わった年でした。従来、過疎

はマイナスのイメージが強く、良くないことと考えられていましたが、

今年は新型コロナウイルス感染症の影響により、過密は悪いこと、過疎

はかえって良いことと考えられるようになりました。社会全体として

のコロナは悪いことばかりですが、日南町は都会と比べ比較的克服し

やすい社会環境でありますので、コロナの影響を回避しながら施策を

進めていくことが必要だと思います。 

まさに『禍を転じて福と為す。』そういった姿勢で、コロナ後の社会

も考えながら今後も取り組んでいけたらと思います。 
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鳥取大学・日南町連携事業 

ワーキンググループ会議 

座長 

日置佳之 

 



令和 2 年度 鳥取大学-日南町連携事業報告会  
 

日 時：令和 3 年 3月 1日（月）15：00～16：40 

会 場：日南町役場 交流ホール 

 

１．日南町をフィールドとして行う地域学習 

 

Ⅰ.とっとり暮らし早期体験学習 
鳥取県内の日南町、大山町、琴浦町、南部町、智頭町、八頭町の６町をフィールドとして、実

際に現地に赴き視察を実施し、大学入学後早い時期に地域の実情に接することにより、各町の特

色ある自然や産業についての教養を身につけるとともに、地域を学ぶ動機付けを行うことを目標

とした講義。今年度はにちなん中国山地林業アカデミーで実施した内容の報告を実施。 

 

（報告者）地域価値創造研究教育機構 教授 清水 克彦  

  

Ⅱ．地方創生政策体験学習 
日南町において 2017年から実施している「地方創生政策体験学習」の取り組みについて紹介し

ます。この授業では、県内自治体の地方創生事業について、鳥大生が必要性・有効性・効率性・

公平性の観点から事業レビューを行います。受講生は夏休みの数日間、各自治体に滞在し、自治

体職員や事業者、住民に対し事業に関するヒアリングを行います。今回は、「移住・定住政策事業」

を取り上げ、学生目線の事業レビューの結果報告や体験学習の感想をご紹介した。 
 

（報告者）工学部 助教 長曽我部 まどか 

 

 

２.日南町の環境資源調査・報告 

 

Ⅰ．日通共生の森１０周年記念事業  －共生の森 WEB生態系図鑑－ 
平成２１年度より実施している共生の森活動が令和元年度で１０周年を迎えた。それに伴い、

昨年度から「日通共生の森ＷＥＢ生態系図鑑」の作成を開始した。令和 2 年 12 月 24 日にＷＥＢ

図鑑のデータ、パンフレットが完成したため、図鑑の一部を紹介した。 

 

（報告者）鳥取大学大学院連合農学研究科・生態工学研究室 髙木 康平 

 

Ⅱ．エコツーリズム振興のための福万来におけるゲンジボタルの生態調査 
 本町の希少生物であるゲンジボタルの保護と観光利用生息水域の調査を実施したため、調査結

果の報告を行った。 

（報告者）鳥取大学農学部 生態工学研究室 葉狩 怜也 

 

 

３.中山間地域における課題解決及びＳＤＧｓ推進に関する連携協定 

～日南町ショートタイムワーク～  
今年度新たに締結した、日南町・鳥取大学・ソフトバンク３者が協働で日南町の持つ課題の解

決を行う連携協定である。①小学生の居場所確保と学びに対する意識向上、②成長記録を町民と

行政で共有しながら進める子育て支援、③日南町ショートタイムワーク、④保育、介護分野にお

けるＩＣＴ化の４つのプロジェクトを立ち上げそれぞれ進捗していくもの。 

今回の報告会では、③日南町ショートタイムワークの取組みについて進捗の報告を実施 

 

（報告者）ソフトバンク株式会社 CSR部長 高際 均 

鳥取大学 農学部 講師 木原 奈穂子   
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取り組むべき課題の整理

平成30年度 まちづくりアンケートを実施 → 住民の満足度の把握

令和元年度 雇用・就労アンケートを実施 → より詳しい満足度の把握

令和 2年度 『第6次 日南町総合計画』を策定
→今後10年間の日南町のまちづくりの方向性を明らかにした。

日南町の現状・課題の分析のため・・・
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令和２年度鳥取大学・日南町連携事業実績報告 

 

鳥取大学－日南町連携事業ワーキンググループ会議・連携事業報告会           

 

第1回 令和2年 6月22日（オンライン開催） 

第2回 令和2年12月18日（オンライン開催） 

連携事業報告会 令和3年 3月 1日（日南町役場 交流ホール） 

第3回 令和3年 3月 9日（オンライン開催予定） 

 

 

 

【教育・文化】                                                       

●（中止）「にちなんふる里まつり」に連携する出前科学実験教室（継続）： 

地域実践教育活動（エクステンション＆アウトリーチ事業） 

（技術部  三谷統括技術長 ／ 教育委員会） 

【実績報告】 

毎年 10月に開催される「にちなんふる里まつり」において、鳥取大学の教職員と日南町の教育委員会

が連携して科学実験教室の開催を予定していたが、新型コロナウイルス感染症の影響により中止とした。 

    

 

●国際理解講座「外国の文化に触れよう」（継続）： 

地域実践教育活動（エクステンション＆アウトリーチ事業） 

（国際交流センター准教授御舘久里恵／日南町図書館） 

【事業計画】 

世界各国からきている鳥取大学の留学生と交流することにより、他国への関心を高め、海外を身近

に感じることができる機会とする。民族、文化などを紹介した図書を通じてその国の文化に触れ、理

解を深める。 

内容は、国の紹介、国に伝わる民話絵本の読み聞かせ（現地の言葉と日本語）のほか、国を紹介す

るクイズや特徴的な遊びなどの参加者体験型のコンテンツも取り入れ、楽しみながら異国の文化を知

る。 

今年度は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響をうけ、開催を３月２０に延期した。 

 

  



 

●とっとり暮らし早期体験学習（継続）：鳥取大学地域創生推進プログラム 

（地域価値創造研究教育機構教授 清水克彦 ／ 企画課） 

【事業計画】 

鳥取大学と連携協定を締結している日南町、大山町、琴浦町、南部町、智頭町、八頭町の６町をフィ

ールドとして、実際に現地に赴き視察を実施し、大学入学後早い時期に地域の実情に接することにより、

各町の特色ある自然や産業についての教養を身につけるとともに、地域を学ぶ動機付けを行うことを目

標とした講義である。 

 日南町では、７月３０日に町の概要について大

学で講義を行い、８月２日には実際に学生が町を

訪れ、にちなん中国山地林業アカデミーにおい

て、林業の現状やアカデミーの取組みを学ぶとと

もに、ヒノキ林に入り実際に間伐を行い、林業の

面白さや難しさの一端を体験した。学生の感想文

をまとめ、関係者へ配布。 

８月２７日には、学生が得た気づきなどについ

ての報告会を鳥取大学にて実施した。 

 

 

●地方創生政策体験学習（継続）：鳥取大学地域創生推進プログラム 

（工学部助教 長曽我部まどか ／ 企画課） 

【実績報告】 

８月３１日 ～ ９月３日の４日間、日南町地内で体験学習を行った。 

今年度は移住・定住政策事業を対象に、制度利

用者と役場担当者へヒヤリングを行い、制度の特

徴や移住者の求める条件について整理した。 

体験学習の最終日には役場職員に対し学習した

内容を発表した。 

９月２５日には模擬事業仕分けを行い、日南町

の移住・定住政策に対する提案も行った。この講

義の受講生は公務員志望者が多く、実際に公務員

の現場を体験することで、住民との交流や役場職

員と関わる良い機会になっているため、来年度も

継続して実施したいと考えている。 

 

  



 

●鳥取大学－日南町連携講座として「にちなん町民大学」を開催（継続）：その他連携事業 

（鳥取大学教員 ／ 教育委員会） 

【実績報告】 

日南町生涯学習講座としてさまざまな分野の講師を招き、毎月１回「にちなん町民大学」を開催して

いる。日南町に関するさまざまな調査・研究をされている鳥取大学より講師を招き、講演していただく

ことにより、町民が日南町の魅力や特徴・特性を知る学習の場としたい。 

令和２年５月２２日鳥取県において「日南町神戸集落のサクラソウ群落」が鳥取県指定天然記念物

に指定された。そこで今年度は、鳥取大学農学部生命環境農学科の永松大教授にご講演いただき、天

然記念物のもつ意味をはじめ、福栄地域に自生する希少な植物である「サクラソウ」の生態について

学んだ。天然記念物は守りつつ活かしいくことが大切であり、神戸集落のサクラソウ群落の天然記念

物指定に関しては「サクラソウを守る会」がそれを実践している点も高く評価されてのことだとい

う。日南町の魅力の再確認と町民の誇りにつながる機会となった。 

令和２年７月１５日(水)18 時 30 分から日南町役場防災会議室で開催。27 名参加。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（日南町神福地内で撮影されたサクラソウ）     

                    

  



 

【産業・環境】                                                          

●日南町福万来におけるゲンジボタル生息水域の評価（継続）：その他連携事業 

（鳥取大学（日置研究室）とにちなんエコツーリズム推進協議会との共同研究） 

【中間報告】 

（１）生息場所について 

産卵後の取り上げ調査では主に小原川本流を中心に 70 個体を捕獲したが、サッカーボール前後の大

きさで容易に動かせる石の下で多くが捕獲された。一方、餌（川ニナ）の密度と有意な関係は認められ

なかった。また、大型の幼虫が多数含まれており、これらは前年に生まれたであろう幼虫と推測される

ことから、福万来では相当数が複数年で成虫になっていることが推測される。 

（２）上陸場所について 

上陸調査において 200 個体を確認し、大切な生息場所となっていることが分かった農業用水路（土水

路）であるが、上陸場所としてホタルの幼虫が好む環境については今年取ったデータからは明らかにで

きなかった。来年度以降も継続的に調査し、ホタルが場所を選択して上陸しているのか、また、上陸場

所としてどのような環境を好むのかを判明させていきたい。 

（３）発光場所と産卵場所について 

成虫の発光のピークは 6/24～6/30 であり、発光が多かった場所は下流側の農業用取水堰と秋葉さん

宅上流のカーブから上流側で多くなっていた。成虫が集まる場所について環境的に重要な要素を現在解

析中である。また、発光場所と産卵場所の関係などについて、今年度産卵場所の特定ができなかったた

め、来年度再チャレンジする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

●日通共生の森１０周年記念事業（継続）：その他連携事業 

（農学部 ／ 農林課・企画課） 

 【中間報告】 

１．主な動き 

年月日 農学部人数 活動内容 

令和元年 7月 1日 1 活動前作業内容打合せ 

7月 8日 3 活動前事前調査 

7月 13日 3 2019日通共生の森夏活動（調査） 

8月 22日 6 図鑑作成：松ヶ峠フロラ、UAV 

9月 17日 4 図鑑作成：松ヶ峠フロラ、ファウナ調査 

10月 25日 3 図鑑作成：松ヶ峠フロラ、鳥類調査 

11月 9日 2 2019日通共生の森秋活動（調査）、調査中間報告 

12月 16日 3 図鑑作成：松ヶ峠、鳥類調査、自動撮影カメラ設置 

令和 2年 2月 1 図鑑作成：自動撮影カメラ回収 

4月９日 2 図鑑作成：松ヶ峠フロラ 

5月２９日 5 図鑑作成：松ヶ峠フロラ 

6月１０日 4 図鑑作成：松ヶ峠フロラ、鳥類調査 

７月８日 6 図鑑作成：松ヶ峠フロラ、自動撮影カメラ設置 

８月３１日 4 図鑑作成：松ヶ峠フロラ、自動撮影カメラ回収 

～以降  データ整理、データベース作成 

１２月２４日  完成・データパンフレット引渡し 

合計 47   

平成２１年度より日本通運㈱が日南町で実施している共生の森活動が令和元年度で１０周年を迎え

た。それに伴い、この１０年間の成果を受けて、活動地内の生態系を調査することによりどのような生

態系が守られているかを把握し、広く日南町内外周知するため「日通共生の森ＷＥＢ生態系図鑑」を作

製する。調査活動は日南町、鳥取大学が担当し、結果をもとに日本通運が自社のＨＰにＷＥＢ図鑑を作

製する。鳥取大学共同研究契約を締結し事業実施。令和２年１２月３１日事業終了予定。 

昨年度は 7月から現地の植生、生態系調査を独自に実施。（1.参照）7月 13日、11月 9日には日本通

運㈱の社員、家族と一緒に活動地で生態系調査を行った。また、11月 9日の活動開会式の中で調査の中

間報告及び完成イメージについて日本通運㈱、日南町にむけ日置教授、髙木院生から説明をおこなった。 

今年度は春の植生、生態系の調査を 4月、5月に実施。11月実施予定だった共生の森秋の活動となっ

た。１２月２４日にＷＥＢ図鑑のデータ、パンフレットが完成し、日南町に引き渡した。現在、日本通

運にデータを引渡し、ＨＰへの公開に向け検討をしていただいている。 

 

 

 



 

●（中止）木のピタゴラスイッチ（新規）：その他連携事業 

（地域学部 准教授 武田信吾 ／ 教育委員会、農林課） 

【事業計画】 

森林教育の一環として、①日南町美術館への親しみやすさの増幅、②地元材を活用した創造の場の具現

化、③年齢、職種を超えた交流による地域活性化、④ピタゴラスイッチ繋がりの関係人口の増加を目的

に実施を予定していたが、新型コロナウイルス感染症の影響により中止とした。 

  



 

【３者協定に基づく連携事業】                                 

●（実施中）中山間地域の課題解決に関する連携協定（新規）：その他連携事業 

（鳥取大学／日南町／ソフトバンク） 

本協定は、ＩＣＴの利活用をベースとし、中山間地域の課題解決を行い、SDGs の各項目を協働で推

進することで、持続可能な中山間地域のモデルケースを創造し、暮らしやすいまちづくりの実現に資

することを目的として令和 2年 8月 21日に締結した。 

今年度は４つのプロジェクトチームを設置し、課題解決のためにプロジェクトを推進する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①小学生の居場所確保と学びに対する意識向上 

 

【現状と課題】 

・日南町の児童・生徒に体験不足やコミュニケーション力の不足が見られる。 

・放課後の子どもの受け皿となる場を町（地域）として準備することが急務である。 

・知的好奇心が学習意欲につながっておらず、「学び」に対する目的意識も乏しい 

 

【解決案】 

 ICT 技術や大学の専門的な知見、学生等の様々な人とのかかわりを通して、子どもたちの豊かな学び

や体験を実現していくことの方法について幅広く検討する。 

 

【期待される効果】 

・多様な人との関わりによるコミュニケーション力の向上 

・放課後や土日にも、長期休業等、学校以外での子どもの活動の受け皿となる場が増える 

・学びの深まり、学習意欲の高まりが見込める 

 

【主な動き】 

年月日 活動内容 備考 

8月 19日 担当者打ち合わせ  

9月 8日 第 2回担当者打ち合わせ及び協議  

11月 17日 日南小学校第 13回校内研究会 日南小学校教諭 計 14名参加 



 

11月 18日  

～11月 20日 

小学校 Pepper体験 介護用 Pepper 

11月 26日 家庭教育講演会 

「家庭教育に期待するもの 

～日南町の子どもたちの現状から～」 

講師：地域学部 小林勝年教授 

会場：日南町役場ホール、リモート 

小学生の保護者へ向けた講習を実施 

現地、リモートでの参加ともに 40名程度 

12月 8日  

～12月 11日 

小学校 Pepper体験（2） 教育用 Pepper 

（プログラミング等） 

1月 22日 Pepper入学式  

 

【今後の動き】 

 日南小学校での教育用ペッパーを導入し、プログラミングやペッパーを通じて仲間と協働する楽しみ

を感じることや、自分の気持ちをペッパーで表現することで、児童同士のコミュニケーションツールと

して利用し、子どものコミュニケーション力を向上させる。 

 放課後の時間を利用し児童の活動機会を増加させるための体制づくりを行う。 

 

 案：スマートコーチシステムを活用し、遠隔地から児童へコーチングができるものを利用し、児童が

クリエイティブな活動ができるように支援する。 

   町民、保護者の協力を得て児童が安全で安心に活動できるような場の確保（文化センターの多目

的室などを活用する） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

②成長記録を町民と行政で共有しながら進める子育て支援（プロジェクト終了） 

 

【現状と課題】 

 スマートフォンの普及に伴い、子育て世代においても非常に重要なツールとなっている。ＩＣＴを活

用した新たな子育て支援策として、妊娠中から出産、子育てまで全てのライフステージに合わせ、切れ

目のない子育てサポートを目指す。紙媒体による通知を削減することにより職員の業務負担軽減、忙し

い子育て世代の現状にあったサポートも期待できる。 

 

【期待する効果】 

 ◆時代（現状）に即した子育て世代が利用しやすい環境の整備。 

 ◆複雑な予防接種等の管理が簡単に可能。 

 ◆夫婦間での情報共有。子育てへの関心促進。 

 ◆通知等、紙媒体による見落としの軽減。 

 ◆ＩＣＴ活用による他サービスとの連携、拡張。 

 ◆行政・職員の業務負担軽減（郵送・電話・経費削減）。 

 

【主な動き】 

 ソフトバンクから成長記録を記録するシステムとして、成長ログシステムの提案をいただいた。 

しかし母子健康手帳のサポートや子育て情報の配信、行政業務の効率化等総合的に検討し、本シス

テムの導入には至らなかった。 

 成長記録を電子化するという案を生かし、令和 3年度から他システム導入が具体化でき、アプリを

活用した「成長記録を町民と行政で共有しながら進める子育て支援」を目指すことができた。  



 

③日南町ショートタイムワーク 

 

【現状と課題】 

 令和元年度に実施した日南町『雇用・就労アンケート』において、60代、70代の雇用の場を求める声

は非常に多い状況。 

 また、高齢者だけでなく子育て世代のお母さんなど、フルタイムは困難でも、ショートタイムなら働

ける方々を、働き手を求める企業と繋げる仕組みを町内企業と連携し進めていくことが今後重要となる。 

全国、米子市と比較しても日野郡内の求人は高い状況。 

 

【解決案】 

 ソフトバンクの『ショートタイムテレワーク』の仕組みを活用し、業務管理、業務委託、業務発注の

システムを構築できないか検討を行う。 

 

【主な動き】 

年月日 活動内容 備考 

6月 17日 担当者打ち合わせ  

6月 25日 奈義町へ先進地視察  

7月 3日 第 2回打ち合わせ 奈義町視察の報告、アンケート計画 

7月 15日 第 3回打ち合わせ アンケート作成 

10月 29日 第 4回打ち合わせ アンケート実施の進捗不芳 

⇒想定した対象者が少数で再検討必要 

事業者のニーズ把握のためアンケートを計画 

11月 6日 第 5回打ち合わせ アンケート（案）の最終確認 

11月 12日 アンケートの配布開始  

11月 27日～ アンケート回収、集計  

12月 18日 第６回打ち合わせ 今後の展開（今年度中と来年度）確認 

2月 15日 

～2月 16日 

事業先ヒアリング ６社にヒアリングを実施 

3月 4日 第７回打ち合わせ  

 

 

【今後の動き】 

 来年度は仕組み構築を検討していく。 

  

  



 

④保育、介護分野におけるＩＣＴ化 

 

【現状と課題】 

 日南町だけでなく全国的に、保育や介護、医療の現場での時間外勤務の増加、業務の負担軽減が大き

な課題となっている。また、女性が多い職場でもあることから、残業が増えることで労働力の確保が困

難となる恐れがある。 

 

【解決案、期待される効果】 

にちなん保育園にソフトバンクの子会社である（株）hugmo（ハグモー）の hugnote（ハグノート）導

入を導入し、園だよりや緊急連絡等の出来る一斉連絡や、スケジュール管理、個別連絡はアプリ上で出

来るほか、こども情報の一元管理、登園管理を行うことで、保護者はリアルタイムに情報共有が可能と

なり、保育士は業務効率化がはかれ、その結果生まれた時間は、大切な子育てそのものに使うことが可

能となる。これにより、連絡のペーパーレス化や連絡帳の手書きなどの負担軽減が出来るほか、一斉連

絡では通知を保護者が確認したかを見ることができるので連絡漏れが防げるほか、欠席連絡もアプリ上

で可能なため、職員のみならず保護者の負担軽減にも繋がる。 

 

【今後の動き】 

来年度 4月からシステム導入し引き続き保育士の負担軽減、保護者の利便性向上を図っていく。 

  



【令和２年度までの主な経緯】                                          

 
【平成 16年度】 

（１）Ｈ17.2.8   矢田日南町長、内田課長 鳥大訪問 
（２）   3.23-24 岩崎理事外日南町訪問（情報交換会、にちなん環境林視察） 
 
 

【平成 17年度】 
（３）Ｈ17.4.21   本名農学部長、日置教授外日南町訪問、視察（県庁林政課同行） 
（４）Ｈ18.2.21   矢田日南町長、内田課長来学  学長、岩崎理事、林監事外訪問 
（５）   2.28-3.1 岩崎理事、林監事外 日南町訪問（意見交換会、町内小学校等視察、協定の調印式） 
 
 

【平成 18年度】 
（６）Ｈ18.4.20   第 1回ワーキンググループ会議 ～Ｈ19.3.24第 4回ＷＧ会議 
（７）   7. 7   地域活性化教育研究センター開所式及び記念講演会（能勢学長講演） 
（８）Ｈ19.3.25   鳥取大学・日南町連携事業成果報告会（日南町役場交流ホールにて） 
 
 

【平成 19年度】 
（９）Ｈ19.4. 1   鳥取大学社会貢献推進課における日南町職員の派遣研修（手嶋主事） 
（10）   4.16   30年後プロジェクト有識者会議 
（11）     4.20     第 1回ＷＧ会議 ～Ｈ20.3.2第 3回ＷＧ会議 
（12）Ｈ20.3. 2   連携事業成果報告会（日南町生涯学習まちづくりフォーラム共催） 
 
 

【平成 20年度】 
（13）Ｈ20.4. 1   鳥取大学社会貢献室における日南町職員の派遣研修（高橋主任） 
（14）   4.19   30年後プロジェクト有識者会議 
（15）   5. 8   第 1回ＷＧ会議 ～Ｈ21.2.15第 3回ＷＧ会議 
（16）Ｈ21.2.15   連携事業成果報告会（日南町生涯学習まちづくりフォーラム共催） 
 
 

【平成 21年度】 
（17）Ｈ21.4. 1   鳥取大学社会貢献室における日南町職員の派遣研修（荒金主事） 
（18）   6. 9   第 1回ＷＧ会議 ～Ｈ22.3.12第 3回ＷＧ会議 
（19）   9. 9-11  明治大学「M-Naviプログラム」による日南町訪問 
（20）   9.16  「日野郡フィールド実践による地域づくりセミナー」過疎プロジェクト報告会開催 
（21）Ｈ22.1.22  「大学連携によるまちづくり」能勢学長講演会／連携事業報告会 
（22）     2.18-19 明治大学菊地ゼミによる日南町訪問・意見交換 
 
 

【平成 22年度】 
（23）Ｈ22.4. 1   鳥取大学社会貢献室における日南町職員の派遣研修（荒金主事（2年目）） 
（24）   4.19   第 1回ＷＧ会議 ～Ｈ23.3.12第 3回ＷＧ会議 
（25）     9. 9     日南町議会による鳥大視察、研修会 
（26）    11.24     日南町議会・教育委員会合同研修会 
（27）Ｈ23.2. 1     明大・鳥大合同セミナー「日南町地域活性化への提言」 
（28）     3.12     「地球温暖化と日南町の挑戦」中村名誉教授講演、連携事業報告会 
 
 

【平成 23年度】 
（29）Ｈ23.4. 1   鳥取大学社会貢献課における日南町職員の派遣研修（石倉主事） 
（30）     5. 6     鳥取大学連携講座「にちなん町民大学」～12.2 計 10回開催 
（31）   6.15   第 1回ＷＧ会議 ～Ｈ24.3.3第 3回ＷＧ会議 
（32）    10.24     日南町議会による鳥大視察、研修会 
（33）    11.20-22  明治大学菊地准教授ゼミ生による日南町訪問・意見交換 
（34）Ｈ24.3. 3    連携事業成果報告会（同日、日南町環境フォーラム開催） 

 



【平成 24年度】 
（35）Ｈ24. 4. 1  鳥取大学社会貢献課における日南町職員の派遣研修（石倉主事（2年目）） 
（36）      4.28    鳥取大学連携講座「にちなん町民大学」～12.8 計 10回開催 
（37）    6. 8   第 1回ＷＧ会議 ～Ｈ25.3.2第 3回ＷＧ会議 
（38）    8.20   インターンシップ受入（～8.31のうち 10日間） 
（39）     10.24    日南町議会による鳥大視察、研修会 
（40）     11.16   にちなん「農家楽」セミナー開催 
（41）Ｈ25. 1.25   日南町自治協議会・自治会長会合同研修（乾燥地研究センター見学） 
（42）    3. 2  連携事業成果報告会（日南町総合文化センターにて） 

 

 

【平成 25年度】 
（43）Ｈ25. 4. 1  鳥取大学社会貢献課における日南町職員の派遣研修（川上主事） 
（44）      5.17    鳥取大学連携講座「にちなん町民大学」～翌 26.3 計 11回開催 
（45）    6.11   第 1回ＷＧ会議 ～Ｈ26.3.9第 3回ＷＧ会議 
（46）    9. 9   インターンシップ受入（～9.13 工学研究科 学院生 3名） 
          ～Ｈ25.11.11 報告会を開催（日南町役場にて） 
（47）     10. 2    日南町森林活用プロジェクト会議の立ち上げ 

第 1回日南町森林活用プロジェクト会議 ～Ｈ25.12.5第 2回会議 
（48）     11.12   四町連携（日南、南部、大山、琴浦）合同企画 
          鳥取大学連携シンポジウムを開催（琴浦町にて） 
（49）    3. 9  連携事業成果報告会（日南町総合文化センターにて） 

 

 

【平成 26年度】 
（50）Ｈ26. 4. 1  鳥取大学社会貢献課における日南町職員の派遣研修（川上主事（2年目）） 
（51）      5.16    鳥取大学連携講座「にちなん町民大学」～翌 27.3 計 12回開催 
（52）    6. 1    鳥取大学知（地）の拠点整備事業シンポジウムを開催（増原町長出席） 
（53）    6.10   第 1回ＷＧ会議 ～Ｈ27.2.28第 3回ＷＧ会議 
（54）      7.31    第 1回日南町森林活用プロジェクト会議 ～Ｈ26.11.5第 2回会議 
（55）    9. 9   ハーブの利用に関する研究会が解散 
（56）    9.29   オーダーメイド型インターンシップ開催（～10.3 工学研究科 6名） 
          ～Ｈ26.12.1報告会を開催（日南町役場にて） 
（57）   10.12   鳥取大学風紋祭に炊き込みご飯を出展（四町連携事業） 
（58）    2. 9    4タウンストーリーズ（地域の課題解決に取り組んだ学生たち） 

研究展示会を開催（～2.26鳥取大学広報センター） 
（59）      2.24   日南小学校にて高齢者疑似体験学習を開催（医学部山本教授） 
（60）    2.28   連携事業成果報告会（日南町総合文化センターにて） 

 
 
【平成 27年度】 

（61）Ｈ27. 4. 1   鳥取大学社会貢献課における日南町職員の派遣研修（古川主事） 
（62）      4.17     鳥取大学連携講座 平成 27年度「にちなん町民大学」開校～翌 28.3 計 13回開催 
（63）    5. 9     「地（知）的好奇心育成のための早期体験学習」にて、学生が日南町での体験活動（田植え） 
（64）    6. 2    第 1回ＷＧ会議 ～Ｈ28.2.28第 3回ＷＧ会議 
（65）      7. 1     地域学部「地域学入門」にて、古川派遣職員が鳥大と日南町の連携について説明 
（66）    7.15   とりりん・オッサンショウオ木製パネルの鳥大への贈呈式（鳥取大学広報センター） 
（67）    7.15   「公共政策論 I」にて、増原町長が『「創造的過疎」のまちづくり』と題して講演 
（68）    7.30    放置財研究会が発足 
（69）    8.20    子ども支援連絡会議を開催（計３回開催） 
（70）      9. 5     日南町まちづくり大会～まち（むら）づくり協議会 10 周年＆鳥取大学×日南町連携協定 10 周年記念事業

～（日南町総合文化センターさつきホールにて） 
（71）   10.10   鳥取大学風紋祭に炊き込みご飯を出展（5町連携事業） 
（72）   10.25   にちなんふる里まつり連携出前科学実験教室 2015（9年目） 
（73）   12.11   大宮で現地報告会を開催 

（地域貢献支援事業「コミュニティ力向上に向けたワークショップスキームの開発」） 
（74）    2.27   連携事業成果報告会（日南町総合文化センターにて） 
（75）    2.29   WG会議が平成 27年度鳥取大学長表彰「社会貢献賞」を受賞 
 



【平成 28年度】 
（76）H28. 4. 1  鳥取大学社会貢献課における日南町職員の派遣研修（佐伯主事） 
（77）    5.14   「地（知）的好奇心育成のための早期体験学習」にて、学生が日南町での体験活動（田植え） 
（78）     7. 6  第１回ＷＧ会議 ～Ｈ29.3.5 第３回ＷＧ会議 
（79）   7.20   鳥取大学公開講座 平成 28年度「にちなん町民大学」開校～翌 29.3 計 3回開催 

（80）     6.29    地域学部「地域学入門」にて、佐伯派遣職員が鳥大と日南町の連携について説明 

（81）   8. 1  阿毘縁解脱時にて、前鳥取大学長の能勢隆之先生が「健康幸福寿命」について講演 

（82）     9.12   第３回放置財研究会を開催（鳥取県庁にて） 

（83）   10.23  にちなんふる里まつり連携出前科学実験教室 2016（10年目） 

（84）   11. 5  秋の図書館祭りに併せ「国際理解講座」を開催（日南町総合文化センターにて） 

（85）   11.10   地域学部「地域就業論」にて、日南町古川主事が「公務員として地域で働くこと」について講演 

（86）   12.12   阿毘縁お墓山にて、農学部学生が樹木銘板を設置 

（87）   12.18  大宮で現地報告会を開催（大宮まちづくり協議会／地域学部福田教授、筒井准教授との連携） 

（88）H29. 3. 5  連携事業成果報告会（日南町総合文化センターにて） 

 

 

【平成 29年度】 

（89）H29. 4. 1  鳥取大学社会貢献推進課における日南町職員の派遣研修（佐伯主事（2年目）） 

（90）   5.13  「とっとり暮らし早期体験学習」にて、学生が日南町での体験活動（田植え） 

（91）   5.15  インターシップ受入（～5.19 農学部学生 １名） 

（92）   7.13  第１回ＷＧ会議～Ｈ29.3.3第３回ＷＧ会議 

（93）   8. 5  日野川水系における水質調査報告会を開催（日南町総合文化センターにて） 

（94）   8. 9  鳥取大学の学生を招き「国際理解講座」を開催（日南町総合文化センターにて） 

（95）   8.28  インターンシップ受入（～10.30 農学部学生 ３名） 

（96）   9.15  地方創生政策体験学習を実施（9.15～17までの３日間、日南町地内にて） 

（97）   10.22  にちなんふる里まつり連携出前科学実験教室 2017（11年目） 

（98）   12. 9   地域学部学生と大宮まち協によるまちづくり塾「ぎばんで」を開催 

（大宮まちづくり協議会／地域学部筒井准教授との連携） 

（99）H30. 1.28 「ITSセミナーin鳥取」にて、企画課出口室長、西田主幹が町の取組みを報告 

（東京大学次世代モビリティセンター主催／鳥取大学共催） 

（100）   3. 3  連携事業成果報告会を開催（日南町総合文化センターにて） 

（101）   3.23  大宮で現地報告会を開催（大宮まちづくり協議会／地域学部筒井准教授との連携） 

 

 

【平成 30年度】 

（102）H30. 4. 1  鳥取大学地域価値創造研究教育機構企画管理室における日南町職員の派遣研修（牧主事） 

（103）     5. 8  「とっとり暮らし早期体験学習」にて、学生が日南町での体験活動（にちなんめしふぇす） 

（104）    7. 5  第１回ＷＧ会議～Ｈ30.3.2第２回ＷＧ会議 

（105）     8.10  鳥取大学の学生を招き「国際理解講座」を開催（日南町総合文化センターにて） 

（106）    8.25   地方創生政策体験学習を実施（8.25～28までの４日間、日南町地内にて） 

（107）    10.28   にちなんふる里まつり連携出前科学実験教室 2018（12年目） 

（108）   12.15  地域学部学生と大宮まち協によるまちづくり塾「ぎばんで」を開催 

（大宮まちづくり協議会／地域学部筒井教授との連携） 

（109）    1.10  日南町民大学で「日南町の多様な地質から読み解く地球の歴史」と題して講演 

（農学部生命環境農学科菅森講師） 

（110）    3. 2   連携事業成果報告会を開催（日南町総合文化センターにて） 



【令和元（平成 31）年度】 

（111）H31. 4. 1  鳥取大学地域価値創造研究教育機構企画管理室における日南町職員の派遣研修（牧主事（2年目）） 

（112）R 1. 5. 8  「とっとり暮らし早期体験学習」にて、学生が日南町での体験活動（にちなん中国山地林業アカデミー） 

（113）    7. 1  日通共生の森 10周年記念事業生態系調査（7/8,13、8/22、9/17、10/25） 

（114）    7.16  第１回ＷＧ会議～R2.2.29第３回ＷＧ会議 

（115）     8. 7  鳥取大学の学生を招き「国際理解講座」を開催（日南町総合文化センターにて） 

（116）    9. 3   地方創生政策体験学習を実施（9.3～6までの４日間、日南町地内にて） 

（117）    10. 6  町制 60周年記念式典のアトラクションコーナーにて、鳥取大学ジャズ＆フュージョン研究会が演奏 

（118）  10.20   にちなん日和 2019にて、鳥取大学吹奏楽団ウインドアンサンブルが演奏 

（119）  10.27   にちなんふる里まつり連携出前科学実験教室 2019（13年目） 

（120）R 2. 1.10  地域学部学生と大宮まち協によるまちづくり塾「ぎばんで」を開催 

（大宮まちづくり協議会／地域学部筒井教授との連携） 

（121）    2.29  【中止】連携事業成果報告会を開催（日南町総合文化センターにて） 

（122）    3.24  【中止】日南町民大学で「鳥取県指定天然記念物に指定される「日南町神福のサクラソウ群落」」の講演 

（農学部生命環境農学科永松教授） 

 

【令和 2年度】 

（123）R 2. 4. 1  鳥取大学地域価値創造研究教育機構地域連携推進室における日南町職員の派遣研修（中嶋主事） 

（124）   4. 1   日南町福万来におけるゲンジボタル生息水域の調査（日南町福万来地内にて） 

（125）    4. 9  日通共生の森 10周年記念事業生態系調査（2年目） 

（126）    6.22  第 1回ＷＧ会議～Ｒ3.3.9第３回ＷＧ会議 

（127）    7.15  日南町民大学で「鳥取県指定天然記念物に指定された「日南町神福のサクラソウ群落」」について講演 

（農学部生命環境農学科永松教授） 

（128）     8. 2  「とっとり暮らし早期体験学習」にて、学生が日南町で体験活動（にちなん中国山地林業アカデミー） 

（129）    8.21  中山間地域における課題解決及び SDGs推進に関する連携協定 

（130）    9. 3   地方創生政策体験学習を実施（8.31～9/3の４日間、日南町地内にて） 

（131）  10.24  【中止】にちなんふる里まつり連携出前科学実験教室 2020（14年目） 

（132）R 3. 3. 1  連携事業成果報告会を開催 

（133）     3.20  鳥取大学の学生を招き「国際理解講座」を開催 ※予定 
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